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■ 検索サイト設置の目的

建築物省エネ法のエネルギー消費性能基準を算出するさい一次エネルギー消費量の計算が必須である。設計者は（国立研究
開発法人）建築研究所が提供するWEBプログラムにおいて設備機器等の性能値等を直接入力することが求められているが、各
製造事業者等（以下「事業者等」という。）が提供するカタログ、WEBサイトよりこれらの情報を検索することは煩雑な作業となる。
本サイトは事業者等が提供するWEBサイト内の設備機器等の性能値と品質について、一定の記載基準を設け、一般社団法人
住宅性能評価・表示協会（以下評価協会）のホームページより容易にアクセスするためのリンクを検索するサイトを作成し、設計業
務、審査業務の負担を軽減することを目的とする。

■ 実施方法（大枠）

（１）検索サイトは評価協会が設置し、当協会ホームページよりアクセス可能なものとする。
（２）検索サイトにおける事業者等のリンク掲載について、事業者から申込みを受けた評価協会は掲載・更新作業に必要なＩＤとパ

スワードを事業者等に付与する。
（３）設備機器等の性能値等を記載するページの作成・更新は事業者等にて行う。
（４）本検索サイトから事業者等のWEBページへのリンク貼付作業も事業者等にて行う仕組みとする。また本検索サイトにおけるリ

ンクの公開は、事業者等の作業後に評価協会が行う確認後に公開される仕組みとする。

■ 本検索サイトの関係構成

本検索サイトの利用者等は下記を想定する。
（１）運営・管理者 ・・・評価協会
（２）リンク掲載・更新者 ・・・事業者等
（３）利用者 ・・・行政庁、評価機関、設計者、消費者
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①対象となる製品の型番等で、機器の特定が行える情報を記載すること。
②①に記載した製品の商品名等が存する場合は当該名称を記載すること。
③建築物省エネ法のエネルギー消費性能基準及び誘導基準において、計算若しくは入力に必要となる性能値を記載すること。
④③に記載した性能値について、当該性能を有することを示す根拠を下表１に示す区分で表示すること。

⑤④で記載した区分について、当該区分であること証する書類の提出を求められた場合、当該資料を提供する用意があること。
・A区分であれば、第三者機関による試験成績証明書等（又は当該性能等を有していることを示すJIS等のマーク）
・B区分であれば、第三者機関による試験成績証明書等と併せて自己適合宣言書
・C区分であれば、自己適合宣言書

⑥①～⑤の各事項については、事業者等の責任において実施することとし、必要事項の記載がされていれば、その記載方法等
は事業者等の判断によることとする。

⑦①～⑥の各事項について、記載内容に関する問い合わせ先を明示すること。
⑧①～⑦の各事項について、記載内容に変更があった場合は、必ずリンクの更新又は削除を行い、運営・管理者にその旨を報告
すること。

第三者試験機関
設備機器の試験等を実施する機関であり、①試験所登録制度（JNLA）に基づく登録試験機関、②JIS Q 17025（ISO/IEC17025）に基づき認定された試験機関をいう。また、ここでいう第三者試験機
関は、登録又は認定された試験の範囲（規格）に限らず試験等を行うことができるものとする。
第三者試験等審査機関
設備機器の試験等の結果審査を行う機関であり、①試験所登録制度（JNLA）に基づく登録試験機関、②JIS Q 17025（ISO/IEC17025）に基づく認定試験機関、③JIS Q 0065（ISO/IEC GUIDE65）に
基づく製品認証機関、④JIS Q 17065（ISO/IEC17065）に基づく認証機関又は⑤工業標準化法に基づく登録認証機関制度（JASC）による登録認証機関をいう。また、ここでいう第三者試験等審査
機関は、登録又は認定された試験又は認証の範囲（規格）に限らず試験等の審査を行うことができるものとする。

■ リンクする際の条件について
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■ ホームページトップ

検索画面の入り口は評価協会のトップページからとなる。下図、赤枠をクリックして次頁へ遷移。

非住宅・住宅と入口を分けて作成



■

クリック

■ 性能区分等の凡例

性能区分等の凡例を記載してあるページは以下の通り。「次へ」をクリックして、次頁へ遷移。
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■ 性能区分等の凡例

性能区分等の凡例を記載してあるページは以下の通り。「次へ」をクリックして、次頁へ遷移。
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■ 設備、部材等一覧.1

設備、部材等一覧ページは以下の通り。目的のカテゴリーをクリックして、次頁へ遷移。（例：空調換気設備）
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設備、部材等一覧ページは以下の通り。目的のカテゴリーをクリックして、次頁へ遷移。（例：換気設備）

設備、部材等一覧ページは以下の通り。目的のカテゴリーをクリックして、次頁へ遷移。（例：給湯設備）

■ 設備、部材等一覧.2
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■ 事業者リンク一覧

設備、部材等リンク一覧ページは以下の通り。目的の設備、部材等をクリックして、次頁へ遷移。（例：空気調和設備）

※各事業者等表示順番は、ランダムに変わるものとする。

クリック
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■ 事業者リンク例

④ ③記載した性能値等について、当該性能
を有することを示す根拠の性能確認区分を記
載。

クリック

① 機器の特定を行える情報を記載。
② 記載した製品の商品名等が存する場合は
当該名称を併せて記載。

③建築物省エネ法に基づくエネルギー消費
性能基準において、計算若しくは入力に必要
となる性能値等を記載。

⑤ ③で記載した区分について、当該区分で
あること証する書類の提出を求められた場合
、それぞれ以下の当該資料を提供する用意が
あること。


